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今後の課題として, TK よりも小さいコヒーレンス温度 Tc｡hがどのように現われるか縮重慶
を代えて,更に低温の計算を実行 して調べる必要がある｡



























このような目的のためには, lsと Ip を同一のモデルから出発 して, 同一の近似で計算す
ることが必要である｡これができるのが,われわれの拡張されたジェリウム ･モデルである｡













































BCS型超伝導を,フォノンによる引力 (lp)と spin fluctuationによる斥力 (スS)の両方
を考慮して取 り扱うと,その転移温度は次のような表式で与えられる｡
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最後にF(q)やア(q)の q依存性の重要性を指摘したい｡自由電子ではF(q)は qの減少
/㌔/
関数である｡しかし,反強磁性的傾向のある電子系ではF(q)あるいはV(q)F(q)は･q≠0
のところで極大になり,そしてこのような場合(3),(4)から分るように スSおよび スはより大きP
くなりやすい｡この点で,実際の重い電子系が反強磁性的傾向を示していることはたいへん興
味深い｡
文 献
1) D.J.Kim,Phys.Rev.B17468(1978).
- 155 -
